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研究成果の概要（和文）：本研究は、アルド・ロッシが主導したとされる建築運動テンデンツァの理論的萌芽に
肉薄するものである。1960年代初頭から「テンデンツァ」が国際的な認知を受ける前の1973年以前の期間を対象
として、ジャンウーゴ・ポレゼッロとロッシ、マンフレッド・タフーリとロッシの関係に着目している。①ロッ
シの初期作品の幾何学的な建築表象がポレゼッロとの1960年代の協働関係の上で形作られ、その後のテンデンツ
ァ運動の表象へとつながったことを論じた。②1966年以降の『都市の建築』出版以後、タフーリとロッシの理論
的な共有を明確化し、ミラノ工科大学でのロッシの建築設計教育におけるイデオロギー的文脈の一端を明らかに
した。

研究成果の概要（英文）：This study approaches theoretical beginning of Tendenza, which is treated as
 the architectural movement led by Aldo Rossi. It focused on the relationship Rossi and Gianugo 
Polesello, and that between Rossi and Manfredo Tafuri. 
1)　In the architects adolescence, Polesello and Rossi established their design with simple geometry
 in the early 1960's and characterized its architectural representation before the beginnings of the
 movement Tendenza. 
2) It is clarified that the common architectural ideology between Rossi and Tafuri in the end of 
1960s affected Rossi's educational theory for architectural design in Politecnico di Milano. 

研究分野：建築理論

キーワード： 建築理論　建築運動　建築設計教育　テンデンツァ　アルド・ロッシ　ジャンウーゴ・ポレゼッロ　マ
ンフレッド・タフーリ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、近年研究が進んでいるテンデンツァ運動について、アルド・ロッシ、ジャンウーゴ・ポレゼッロ、マ
ンフレッド・タフーリを対象として、理論的側面と建築表象の関係を追いながら、運動の理論的萌芽の一端を解
明した。「テンデンツァ運動」は、「アルド・ロッシとその弟子たちの運動」とされることが多いが、ポレゼッ
ロやタフーリといった同世代の建築家との理論的交流とともに成立したことを明らかにした。
また、ロッシの協働者であった堀口豊太氏（SDA Japan）や、ポレゼッロに師事し、その作品論を博士論文とし
て執筆した間瀬正彦氏へのインタビューを通して、テンデンツァ運動の国外への影響を部分的に明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
  建築家アルド・ロッシ(Aldo Rossi 1931-1997)が主導したとされる建築運動「テンデンツァ 
Tendenza」は、2012年のポンピドゥー・センターでの回顧展以降、注目を集めてきた。本運動は、
フランスの五月革命以後の建築教育改革、スイス連邦工科大学・チューリッヒ校での教育や「テ
ィチーノ派」の結成など、各国に広範な理論的影響を及ぼしてきたとされるが、その核となる思
想について、史的に追った研究は発展途上であるといえる。例えば、Aureli(2007)(2008)は、ロッ
シの理論バックグラウンドとしての戦後イタリアのマルクス主義的文脈を扱い、設計者として
の現代的なアクチュアリティをもって、建築理論の読み直しを図っている。また、Andreola(2015)
はミラノ工科大学教授としてのロッシと、彼の助手であったジョルジョ・グラッシの建築教育を
扱っている。さらに、ロッシの前半生の活動については Lampariello(2017)が未公刊資料を含めた
悉皆的な調査を行っており、「作家アルド・ロッシ」に関する研究として欠かせない研究となっ
ている。 
一方で、ロッシの作家研究が各国で進められていると同時に、「テンデンツァ」運動の建築表象
ならびに理論的基盤には、ほとんど触れられてないのが現状である。本研究課題は、テンデンツ
ァ運動の実態を、建築理論と表象の関係から肉薄することで、運動の建築設計教育における現代
的意義を問い直すことを開始当初の目標としていた。 
 
２．研究の目的 
1973年の第 15回ミラノトリエンナーレ「合理的な建築 Architettura Razionale」における「テン
デンツァ」運動成立以前の、ロッシの協働者には、ほとんど注目されてこなかった。実際、ロッ
シの建築設計事務所として知られる SDA(Studio di Architettura)は、内田繁ならびに堀口豊太を中
心とする日本事務所 SDA Japan など、各国に現地事務所を持っていた。しかしながら、1960 年
代初頭の SDA設立当初は、ロッシ以外に２名の共同パートナーがおり、共同で制作を行ってい
た。また堀口氏へのインタビューで明らかになったように、ロッシ自身は、建築設計における協
働の重要性を理解しており、彼の作風の変遷は、協働者との関係抜きには語り得ないと考えた。
そこで、運動が成立したとされる時期に着目し、ロッシの協働者と、ロッシ自身が説明する「テ
ンデンツァ（傾向）」概念に着目することで、テンデンツァ運動の実態に肉薄することを研究の
目的としていた。 

 
 
３．研究の方法 
本研究課題は、以下の 3つの方法を併用しながら、進めた。 
(1) オーラルヒストリーによる同時代人からの聞き取り・資料収集 
(2) 一次資料の収集と資料翻訳・読解 
(3) 図面資料に基づく対照建築の 3Dモデル化ならびにレンダリング作成 
 

2019 年 7 月に学会発表を兼ねたセルビア、イタリアへの調査、9 月にフランスへの調査を行
い、資料収集を行った。2020年 3月以降の COVID-19の蔓延によって、(1)の方法は、当初の予
定よりも遥かに困難になったため、(2)(3)の方法に重点を置き、研究成果として発表した。共同
研究先・研究協力者との連携に伴って、同時代の建築における幾何学表象と都市的なスケールと
の関係にフォーカスする知見が得られた。 
 
 
４．研究成果 
本研究を特徴づける研究成果の 1 つとして、SDA の筆頭パートナーが、ジャンウーゴ・ポレ
ゼッロ(Gianugo Polesello 1930-2007)という建築家であり、初期のロッシの設計活動において、重
要な寄与をなした人物であることが判明した。ロッシとポレゼッロは 1964年頃、袂を分かった
ものの、「トリノのチェントロディレツィオナーレ」(1962)や「クネオの対独パルチザン記念碑」
(1962)といった作品で、ポレゼッロの寄与は無視できないものであり、少ない要素を用いた幾何
学による設計思想は、哲学者マッシモ・カッチャーリによって、「最大の清貧さ[la massima povertà]」
として称賛された(Cacciari 1992)。単純な幾何学図形の要素はロッシも用いるものであるが、ポ
レゼッロは、ロッシよりもさらに「合理主義者」的なアプローチを推し進めた建築教育を行って
いた(Aureli and Tattara 2021)。両者はジョルジョ・デ・キリコの絵画、レーモン・ルーセルの詩的
手法、ウィトゲンシュタインの明晰さなどを共有していたが、1964 年頃、ロッシが台座を用い
た円柱を設計に適用したことで決別する。以後も、ポレゼッロは、「モールス信号のように」意
味内容をもたないような幾何学形態を用いて設計活動を行っており、ロッシ以上に厳格な「テン
デンツァー合理主義的」という建築表象を実現したといえよう。 
（片桐悠自「ジャンウーゴ・ポレゼッロの設計思想とアルド・ロッシとの“円柱論争” —「ポレ
ゼッロ-ロッシ」の青春時代の協働とテンデンツァ運動への理論的寄与—」,『日本建築学会計画系



論文集』 (777), 2437-2445，2020年 11月も参照） 
またマンフレッド・タフーリ(Manfredo Tafuri 1935-1994)との理論的共有が、1965-1971のミラ
ノ工科大学でのロッシの建築教育と関係づけられることを論じた。両者は「階級建築（解放され
た社会のための建築）は存在しない」という立場を 1960年代後半から共有しており、ロッシの
『都市の建築』(1966)、タフーリの『建築のテオリア』第二版序文にそれが現れている。1980年
の『球と迷宮』おいて、タフーリは「ロッシスクール」の党派性に苦言を呈したものの、概ねロ
ッシの作品に好意的であり、テンデンツァの国際的な建築表象の形成に寄与したと推測される。
（片桐悠自「タフーリ、人生に抗って アルド・ロッシとマンフレッド・タフーリの思潮的交感」
『日本建築学会計画系論文集』 (781), 1155-1165, 2021-03を参照） 
さらに、ロッシが 1971年に設計した「モデナのサンカタルド墓地」（以下「モデナ墓地 
」と表記）における赤い立方体状の建築物が、ロッシの設計論にとって重要な幾何学的表象を
なしていたことを論じた。墓地の設計競技が告示される 1971 年 5 月以前の、『青のノート I 
quaderni azzurri』(以下 QA+巻号と表記)に記入された立方体形状をもつ建物のヴォリュームと関
連づけられることを示した。「モデナ墓地」のエスキースは QA07(1971年 5月 28日〜6月 23日)
から、QA09(同年 8月 5 日〜10月 10日)にかけて描かれているが、それ以前の QA04（1970年 1
月 26 日〜12月 30日）の 2月 12日の記述に「穿たれた立方体 cubo scabato」という文字が書き
残される。このイメージはさらに QA02(1968年 11月 26 日〜1969年 12月 2日頃)における 1969
年 12月 1日のエスキース図とも関連づけられる。立方体シェマへのオブセッションは、モデナ
墓地の設計が始まる少なくとも 2 年以上前から生じており、テンデンツァの合理主義的イメー
ジを代表する「モデナ墓地」が、独立したイメージとして保持され、適用されるに至ったプロセ
スが示された。 
（片桐悠自「穿たれた立方体 －アルド・ロッシ「モデナ墓地」における立方体シェマの設計論
的起源－」,『日本建築学会計画系論文集』 (781), 1147-1153, 2021-03を参照） 
今後の研究方針としては、継続中の研究課題「マンフレッド・タフーリの設計活動ならびに運
動史的影響の研究」（21K14337, 研究代表者：片桐悠自）に一部の関連成果を委ねつつ、テンデ
ンツァ運動の理論基盤がどのように後続する建築家に伝播したかを明らかにしていく予定であ
る。 
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